













COOLING EFFECT OF THE DRY MIST IN A SEMI-OUTDOOR SPACE 
-EXPERIMENT AND CFD SIMULATION- 
 
野中淳史 
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This study validates the cooling effect of the dry mist in a semi-outdoor space by experiment and simulation. 
In the experiments to validate the measuring point measured nine locations have different height and position 
measurements of temperature and humidity, whether there is a difference in the cooling effect due to the 
difference in height and position. Then, simulation and verification based on the measured value. 





























































































































 X 方向[mm] Y 方向[mm] Z 方向[mm] 
最小面（min） ０ ０ ０ 


























噴霧方法 常時運転 間欠運転 間欠運転
















経過時間 風速 風向 風速 風向 風速 風向
[秒] [m/s] [m/s] [m/s]
0 0.0000 北 1.9560 東 1.3080 東
10 0.2640 東 1.9416 東 1.4520 東
20 0.2790 東 1.7808 東 0.9312 北
30 0.1840 東 1.8888 東 0.8400 北
40 0.0000 北 1.9392 東 0.6696 東
50 0.1950 南 1.2960 南 0.3984 南
60 0.7896 南 1.1232 南 0.3024 東
70 0.9360 南 1.1736 南 0.3048 西
80 1.1160 南 0.8616 南 0.7536 西

































30秒後[℃] 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差
27.4 25.7 1.7 28.2 26.3 1.9 28.8 28.3 0.5
28.0 26.2 1.8 28.6 26.7 1.9 29.2 28.4 0.8
28.5 26.1 2.4 28.8 26.3 2.5 29.1 27.3 1.8
60秒後[℃] 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差
27.4 25.5 1.9 28.2 26.6 1.6 28.8 24.7 4.1
28.0 24.0 4.0 28.6 25.8 2.8 29.3 24.3 5.0
28.5 23.5 5.0 28.9 23.1 5.8 29.1 22.3 6.8
90秒後[℃] 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差
27.4 26.9 0.5 28.2 26.5 1.7 28.9 26.1 2.8
28.1 26.3 1.8 28.6 26.0 2.7 29.3 26.2 3.1
































30秒後[℃] 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差
27.4 27.1 0.3 28.2 25.3 2.9 28.8 27.0 1.8
28.0 28.0 0.0 28.6 27.0 1.6 29.2 27.5 1.7
28.5 28.4 0.1 28.8 28.3 0.5 29.1 26.5 2.6
60秒後[℃] 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差
27.4 29.1 -1.7 28.2 28.6 -0.4 28.8 27.5 1.3
28.0 29.1 -1.1 28.6 28.9 -0.3 29.3 27.7 1.6
28.5 29.1 -0.6 28.9 28.9 0.0 29.1 27.6 1.5
90秒後[℃] 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差 実測値 シミュ値 温度差
27.4 29.0 -1.6 28.2 29.0 -0.8 28.9 29.0 -0.1
28.1 29.0 -0.9 28.6 29.0 -0.4 29.3 29.0 0.3
28.5 28.9 -0.4 28.9 28.6 0.3 29.2 28.7 0.5
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表５は実験時のように風向風速を設定したシミュレー
ションの結果である。 
９０秒間通して考えると全測定点で実測値との温度差
が小さく非常に再現性の高い結果となった。シミュレー
ションに風向風速の設定を行うことで，外部から解析領
域内より高温の空気が流入してくるため温度が低下しす
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ぎることなく，実測値との温度差が小さくなった。実測
値の温度差が１[℃]以内になる測定箇所が多くなり，高
い再現性が表れた。無風状態の結果と比較して考えると，
風向風速を設定したことで再現性がかなり高くなったこ
とから，ドライミストを使用する場所が風の影響を受け
る屋外や半屋外の場合はシミュレーションを行うには風
向風速の設定が不可欠である。同時に屋外でドライミス
トの利用を考える際にシミュレーションにより冷却効果
を予測することが可能であると言える。 
 
（２）冷却効果の検証 
 
 
図６ 解析開始から３０秒後の温度分布図 
 
 
図７ 解析開始から９０秒後の温度分布図 
 
噴出されたミストの影響によりミスト付近の温度が低
下し、ミストを中心として広がるように解析領域内の空
気を冷却していることが分かる。冷却された空気は風の
影響で領域内を移動している。解析領域内の風速が大き
い箇所に冷えた空気が流されている。風速が約１[ｍ/ｓ]
程度になるとミストが真横に流されるようになり、冷却
効果が表れる位置が予測しにくく、狙い通りの効果を期
待できない。風速が大きい時間は、高温の地表面の影響
で地表面付近の空気温度が上昇している。そして，風の
影響を受けて暖められた空気が移動し、解析領域の初期
設定温度より高温となる範囲が広がっている。無風状態
に設定したシミュレーション結果で低い位置に冷却され
た空気が溜まったまま流れないでいたことから考えても、
風速が小さい時間帯は噴出されたミストの勢いで地表面
付近の温度を低下した空気が流れているので、解析領域
内の温度が上昇する部分はあまり見られなかったことが
分かる。 
５． 結論 
本研究では実験と、実験による実測データを基にしたシ
ミュレーションの二つの手法を用いてドライミストが周
辺環境に及ぼす冷却効果について検証した。ドライミス
トへの環境工学的な視点からの理解、ドライミスト噴霧
実験データに基づくシミュレーションの理解。これらの
手法からドライミストが夏の暑熱環境の改善に効果的で
あるという結果を得ることができた。 
シミュレーションでは屋外における風向風速を設定し
た解析を行った。屋外における風向風速を設定した解析
は既往の研究が見受けられず、本研究の独自性が強い内
容である。更に、風向風速の設定を行わないで解析を行
ったシミュレーションの結果と比較すると、風向風速を
設定した解析のほうが高い再現性が表れた結果となり、
屋外におけるシミュレーションを行う際は風向風速の設
定が不可欠だということが明らかになった。本研究にお
いて風向風速を設定して屋外環境を模したシミュレーシ
ョンの結果が高い再現性を表していることから、ドライ
ミストの利用を検討する際にはシミュレーションを行う
ことで屋外における冷却効果を予測できるということが
検証された。 
現在の建築にドライミストを応用するならば、ピロティ
やテラスのような解放空間で人が集まる場所が相応しく、
夏季の暑熱環境の中で休憩するような場所にドライミス
トを利用すれば使用する人の快適性は向上し、熱中症患
者数も減尐することが考えられる。ドライミストによる
冷却効果を上手に利用すれば空調設備に頼らない空間を
作り出すことも可能であると思う。 
 
 
図８ 法政大学市ヶ谷キャンパスピロティ３） 
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